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　西南日本の太平洋側の広い地域は、付加体という厚い堆積層によって
できています。付加体は、陸側プレートの下に海洋プレートが沈み込む
際、海洋プレート上の海底堆積物がはぎ取られて陸側プレートに付加し、
その後、隆起してできた地質構造です。付加体の地下圏には複数の帯水
層が存在し、そこには地下温水と大量のメタンが蓄えられています。
　私は、静岡県中西部の付加体が分布する地域に構築された大深度掘削
井にて付加体の深部帯水層に由来する地下温水および付随ガスを採取
し、地球化学と微生物学を融合させて研究手法を用いて研究を進めてい
ます。そして、付加体の地下圏でのメタン生成メカニズムを明らかにし
ようとしています。
　これまでの研究において、付加体の深部帯水層に生息する微生物群集
は高い活性を有すること、微生物群集の中で発酵細菌とメタン生成菌が
共生することによってメタンが生成されることを見出しました。
　現在、付加体の深部帯水層に由来するメタンや地下温水に含まれる微
生物群集を利活用した分散型エネルギー生産システムの開発を進めてい
ます。将来的には、本システムによって地産地消エネルギーを生成する
とともに、地震や洪水といった大規模災害時に水・ガス・電気を自家的
に供給できる防災ステーションとしての高度利用も計画しています。さ
らに、西南日本と同様に付加体が分布する台湾やインドネシア、トルコ、
チリ、ペルー、ニュージーランドといった海外諸国に技術移転すること
も目指しています。

　静岡大学は地方の大学ということもあり、その立ち位置や役割は日本を代表する大規模な総合大学と異なるも
のであると考えています。一方、静岡が位置する東海地方は特に人口の多い地域であり、日本有数の工業地帯で
もあります。私は、地球科学および微生物学の視点から静岡の環境特性を明らかにする基礎研究とその知見を基
盤とした応用技術開発の両方の車輪を駆動された融合型研究を展開したいと考えています。そして、静岡の地域
エネルギー資源に着目した科学技術を構築するとともに、“静大発”の次世代エネルギー生産技術を地域や災害
対策のために役立てたいと考えています。
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